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1 法政大学文学部国文学科卒業。京華中学校・高校・商業高校・女子高校勤務。その間，1967 年より和光大学










 太田氏は 1951 年に京華中学校に就職し，高校・商業高校・女子高校・大学にも勤務をしている。
太田氏が多く発言した 1960 年代は読者論的発想が国語教育においても徐々に受け入れられ始めた
時期でもある。自らが「十人十色を生かす文学教育」を提唱し始めた 1960 年代の時代状況について
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          ↓                            ↓
       一元的自己観                       多元的自己観
 通時的もしくは共時的，そしてそれが一貫性をもつものなのか連続性をもつものなのか，と言う
観点から「自己」観の整理がなされている。永田は国語教育研究におけるこれまでの論考をこの枠




































































































































































































































                                                                 
3 このことは拙稿「読むことの教育の理論と実践における「自己」観の検討」(『教育学研究紀要』第 60 巻)に
おいて考察しており，詳細に関してはそちらをご参照いただきたい。
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